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(57)【要約】
【課題】　店舗等において、安価に直ぐに検診結果を被
検者に提供できる簡易診断装置を得る。
【解決手段】　Ａ業者の店舗（例えば、銀行、スーパ、
デパート、事務所等）に配置されたプチ診断装置１とＡ
業者の中央センターのサーバ２とを通信ネットワーク３
で接続してなり、プチ診断装置１が被検者５の血液、血
流、血圧等の簡易診断（プチ診断情報Ｆｉともいう）を
画面６に表示すると共に、その診断情報を記載した印刷
シート８をプリンタ７から印刷させる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血液採集器が多数収納可能な血液採集器ユニットと、
　前記血液採集ユニットの血液採集器を１個毎に排出する取出機構部と、
　前記血液採集器の血液を検査し、この検査値を出力する血液検査機構と、
　前記血液の検査値毎に簡易診断情報を記憶した第１の記憶手段と、
　所定のフォームに前記簡易診断情報を印字した印字シートを出力すると共に画面に表示
させる手段と
を有することを特徴とする簡易診断装置。
【請求項２】
　店舗に簡易診断装置を設け、この簡易診断装置で得た診断サービス情報をセンターのサ
ーバに送信して管理させる簡易診断システムであって、
　前記簡易診断装置は、
　前記血液の検査値毎に簡易診断情報を記憶した第１の記憶手段と、
　前記店舗の本日の食材リスト及び特売リストを記憶した第２の記憶手段と、
　血液採集器が多数収納可能な血液採集器ユニットと、
　前記血液採集ユニットの血液採集器を１個毎に排出する取出機構部と、
　前記血液採集器の血液を検査し、この検査値を出力する血液検査機構と、
　所定のフォームに前記簡易診断情報を印字した印字シートをプリンタから出力すると共
に画面に表示させる手段と、
　前記店舗を運営している業者のカードの情報をカードリーダで読み取って、前記カード
のカード番号を通信ネットワークを介して前記サーバに送信して認証結果を得る手段と、
　前記認証結果が利用可能な場合に、前記取出機構及び血液検査機構を起動させる手段と
、
　血液検査機構部の前記検査値を含む前記第１の記憶手段の簡易診断情報を診断結果とす
る手段と、して前記プリンタから印刷シートを出力すると共に画面に表示させる手段と、
　前記診断結果に対応する食材リスト又は特売リストの食材を前記第２の記憶手段から抽
出し、この食材と前記簡易診断情報を診断サービス情報として前記印刷シートに印字する
と共に画面に表示させる手段と
を有することを特徴とする簡易診断システム。
【請求項３】
　前記食材リスト及び特売リストの食材には値段が対応させられ、前記診断サービス情報
に値段を含ませていることを特徴とする請求項２記載の簡易診断システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は店舗等に置かれた簡易診断装置に関し、特に血液採集器によって簡易的な診断
を行う簡易診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年は自宅において血液を採取して、それを検診センターに送付して検診結果を得るこ
とも可能となってきている。
【０００３】
　例えば、特開２００２－２４３７２６号は、遠心分離装置をもちいることなく血液中の
非血球成分を分離するものである。
【特許文献１】特開２００２－２４３７２６号公報
【特許文献２】特開平１０－１８５９２０号公報
【特許文献３】特開２００２－７３８０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、自宅等において血液を採集する装置は、高価であり、またその検診結果
を得るには時間を要するという課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の簡易診断装置は、血液採集器が多数収納可能な血液採集器ユニットと、
　前記血液採集ユニットの血液採集器を１個毎に排出する取出機構部と、前記血液採集器
の血液を検査し、この検査値を出力する血液検査機構と、前記血液の検査値毎に簡易診断
情報を記憶した第１の記憶手段と、所定のフォームに前記簡易診断情報を印字した印字シ
ートを出力すると共に画面に表示させる手段とを備えたことを要旨とする。
【０００６】
　また、本発明の簡易診断システムは、店舗に簡易診断装置を設け、この簡易診断装置で
得た診断サービス情報をセンターのサーバに送信して管理させる簡易診断システムであっ
て、
　前記簡易診断装置は、
　前記血液の検査値毎に簡易診断情報を記憶した第１の記憶手段と、
　前記店舗の本日の食材リスト及び特売リストを記憶した第２の記憶手段と、
　血液採集器が多数収納可能な血液採集器ユニットと、
　前記血液採集ユニットの血液採集器を１個毎に排出する取出機構部と、
　前記血液採集器の血液を検査し、この検査値を出力する血液検査機構と、
　所定のフォームに前記簡易診断情報を印字した印字シートをプリンタから出力すると共
に画面に表示させる手段と、
　前記店舗を運営している業者のカードの情報をカードリーダで読み取って、前記カード
のカード番号を通信ネットワークを介して前記サーバに送信して認証結果を得る手段と、
　前記認証結果が利用可能な場合に、前記取出機構及び血液検査機構を起動させる手段と
、
　血液検査機構部の前記検査値を含む前記第１の記憶手段の簡易診断情報を診断結果とす
る手段と、して前記プリンタから印刷シートを出力すると共に画面に表示させる手段と、
　前記診断結果に対応する食材リスト又は特売リストの食材を前記第２の記憶手段から抽
出し、この食材と前記簡易診断情報を診断サービス情報として前記印刷シートに印字する
と共に画面に表示させる手段と
を備えたことを要旨とする。
【発明の効果】
【０００７】
　以上のように本発明は、店舗内でいつでも安価に簡易的な検診を直ぐに得ることができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１は本実施の形態の簡易健康診断システム構成図である。
【０００９】
　本実施の形態の簡易健康診断システムは、図１に示すように、Ａ業者の店舗（例えば、
銀行、スーパ、デパート、事務所等）に配置されたプチ診断装置１とＡ業者の中央センタ
ーのサーバ２とを通信ネットワーク３で接続してなり、プチ診断装置１が被検者５の血液
、血流、血圧等の簡易診断（プチ診断情報Ｆｉともいう）を画面６に表示すると共に、そ
の診断情報を記載した印刷シート８をプリンタ７から印刷させる。
【００１０】
　このプチ診断装置１を使用するにはＡ業者と被検者５とが契約したクレジットカード９
を用いるのがよい。また、このクレジットカード９のカード番号（会社コードを含む）を
クレジット機構のサーバ（図示せず）に送信して認証を受けると共に、プチ診断情報Ｆｉ
に含まれている受付情報（受付番号、カード番号、年月日、店番号等）及びプチ診断結果
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ＦＱと検査決定項目の組みをＡ業者の中央センターのサーバ２に送信して、被検者５の履
歴とする。
【００１１】
　また、プチ診断装置１はＡ店の店内サーバ１０に接続されている。この店内サーバ１０
は食材データベース１０ａと、特売データベース１０ｂとを備えている。
【００１２】
　すなわち、プチ診断装置１は、プチ診断情報Ｆｉを得た後にＬＡＮを介して店内サーバ
１０と通信を行い、プチ診断結果ＦＱからどのような食材がよいか及びその食材の特売品
目を食材データベース１０ａ、特売データベース１０ｂから得る。
【００１３】
　図２はプチ診断装置１の概略構成図である。図２に示すように、このプチ診断装置１は
、複数の血液採集器袋２１を内蔵可能な血液採集器ユニット２２を有する。この血液採集
器袋２１は、血液採集可能な構造（採血管、スポンジ樹脂等）の血液採集器２３がビニー
ル袋に入れられたものであり、図２に示すように採血管の一端をスポンジに埋め込んでい
る。
【００１４】
　また、プチ診断装置１は、図１に示すように、取出機構部２４と、血液採集器袋２６の
取出受け部２５と、血液検査機構部２６と、血液採集器２３の廃棄箱２７と、血流検出機
構部２８、プリンタ７等を備えている。さらに、血圧測定用バンド３１と、血圧測定部３
２等を備えている。
【００１５】
　取出機構部２４は、内部に血液採集器袋２１を複数蓄積する筒状のポケットを備え、こ
れを下方から１個毎に取り出して取出受け部２５に排出する。また、残量カウンタを備え
、残量を血液検査指示部３４に知らせている。
【００１６】
　血液検査機構部２６は、血液採集器２３の採血管からの血液を受ける面を有した光学バ
イオセンサ（図示せず）を備え、この受け面の血液の検査を行う。この血液検査は、例え
ば総淡白質、血糖値、尿酸、肝機能等の検査を行う。そして、血液採集器２３及び光学バ
イオセンサを廃棄箱２７に排出する。
【００１７】
　また、血液検査機構部２６は、血液検査結果をメモリ４１に記憶する。この血液検査結
果は血液検査指示部３４からの受け付け番号に関連させて記憶する。
【００１８】
　血流検出機構部２８は、図２に示すように被検者５の手の甲に光を当てる発光器２９及
び手の甲を撮影するデジタルカメラ３０等を備えて、撮影した手の甲の画像データを血流
解析部３９に出力する。
【００１９】
　血流解析部３９は、血液検査機構部２６からの画像データから所定個所の静脈を拡大し
て、秒速あたりの静脈流の速度、ヒモグロビン値等を算出する。そして、この血流の解析
結果をメモリ４４に記憶する。記憶にあたっては受付番号に関連させて記憶する。
【００２０】
　また、コンピュータの機能として、モード判定部３５と、血液検査指示部３４と、血流
検査指示部３７と、検査結果出力部３８と、血流解析部３９と、データ消去部４０等を備
えている。
【００２１】
　さらに、記憶手段として、血液の検査結果が記憶されるメモリ４１と、検査決定項目が
記憶されるメモリ４２と、印刷フォームが記憶されているメモリ４３と、血流の解析結果
が記憶されるメモリ４４等を備えている。
【００２２】
　　血流解析部３９は、血液検査機構部２６からの画像データから所定個所の静脈を拡大
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して、秒速あたりの静脈流の速度、ヒモグロビン値等を算出する。例えば、血糖値、たん
ぱく質の値を算出する。そして、この血流の解析結果をメモリ４４に記憶する。
【００２３】
　モード判定部３５は、被検者５によって検査項目が決定されると、メモリ４２から決定
された検査項目を読み込む。この検査項目決定情報（血液、血圧、血流等）は受け付け番
号に関連付けられて記憶されている。
【００２４】
　このモード判定部は画面に図３（ａ）に示すプチ検査取扱画面を表示し、これらの項目
を被検者５に選択させる。図３（ｂ）に選択結果の画面（検査決定項目画面）を示す。図
３（ｂ）にはプチ血液検査、血流検査の２つが選択され、これらが検査決定項目情報にさ
れたことを示している。
【００２５】
　そして、検査項目が血液検査の場合は、血液検査指示部３４を起動させる。また、血流
検査の場合は、血流検査指示部３７を起動させる。また、血圧検査の場合は血液検査部３
２を起動させる。
【００２６】
　血液検査指示部３４は、モード判定部３５から血液検査であることが知らせられると、
取出機構部２４を起動させて、取出機構部２４からの残量を確認し、残量があるときはし
血液検査機構部２６を起動させる。このとき、受付番号をモード判定部３５は血液検査機
構部２６に送出する。
【００２７】
　血流検査指示部３７は、血流検査であることが知らせられると、発光器２９及びカメラ
３０を起動させる。
【００２８】
　検査結果出力部３８は、血液検査、血流検査、血圧検査等（いずれかの組合せ、全部の
組合せでもよい）からなる検査決定項目情報がモード判定部３５から知らせられると、
この検査決定項目情報に対応する印刷フォームをメモリ４３から読み込む。
【００２９】
　そして、検査項目決定情報の検査結果が書き込まれているメモリ４４、メモリ３５、メ
モリ４１を引当て、引き当てたメモリに書き込まれている検査結果（血液検査結果、血流
検査結果、血圧検査結果を読み込み、「○○の疑い」、「○○が不足」、「○○が過剰」
等のプチ診断結果ＦＱを得る。そして、検査結果、プチ診断結果ＦＱ及び受付情報等から
なるプチ診断情報Ｆｉを印刷フォームに従って生成してプリンタ７に出力すると共に画面
に表示する。このとき年月日も印刷及び表示する。　例えば、プリンタ７は図４に示すよ
うな診断結果を記載した印刷シートを出力する。
【００３０】
　前述のプチ診断結果ＦＱは、検査結果の値に「○○の疑い」、「○○が不足」、「○○
が過剰」を対応させたて－ブル（図示せず）を予め備えて、このテーブルの比較で判断し
ている。
【００３１】
　また、検査結果出力部３８は、このプチ診断情報Ｆｉをメモリ３８ａに記憶する。
【００３２】
　データ消去部４０は、印字部３３が検査結果を書き込んだ印刷シートを排出したかどう
かを監視し、印刷シートを排出した場合は、メモリ３５、メモリ４１、メモリ４４、３８
ａに記憶された情報を全て消去する。
【００３３】
　従って、被検者５は店内で簡単にプチ診断情報を得ることができる。
【００３４】
　また、本実施の形態は検査結果から店の最適な食材を知らせることが可能である。これ
を実施の形態２として以下に説明する。
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【００３５】
＜実施の形態２＞
　図５は実施の形態２のプチ診断装置の概略構成図である。図５に示すように、プチ診断
装置は、カードリーダ５０と、認証結果出力部５３と、最適食材提供部５５等を備えてい
る。
【００３６】
　カードリーダ５０は、カード９が挿入されるとその磁気データを読み込み、カード番号
（クレジット会社名、店名を含む）を抽出し、これを認証結果出力部５３に出力する。
【００３７】
　また、カードリーダ５０は、印刷シート８が排出されると、挿入されたカード９を排出
する。
【００３８】
　認証結果出力部５３は、読み込んだカード番号を検査結果情報に関連させてメモリ３８
ａに記憶する。そして、このカード番号をインターネットを介してＡ会社の中央センター
のサーバ２に送信して認証結果を得る。この認証結果は画面５に出力する。
【００３９】
　また、認証結果出力部５３は、図示しないメモリに予め検査項目毎の料金又はポイント
を記憶して、この料金又はポイントをカード番号に付加して送信するようにしてもよい。
【００４０】
　特に、スーパ、百貨店（以下単に販売店という）に本装置を配置した場合は、近年は販
売店の商品を購入する毎に、ポイントがついてその合計ポイントで商品割引がなされてい
る。
【００４１】
　そして、本装置は、簡単な血液採集器２３であっても、それは使い捨てにしている。こ
のため、例えば、血液検査の場合はポイントを１とすると、センターのサーバは、カード
番号に対応するポイントから１を減算するようにする。
【００４２】
　つまり、モード判定部３５は、図６（ａ）に示すように、プチ検査取扱項目画面の各項
目毎にポイント値を表示し、検査決定項目画面においては例えば図６（ｂ）に示すように
合計ポイントも表示する。
【００４３】
　最適食材提供部５５は、メモリ３８ａに記憶されているプチ診断情報Ｆｉ（検査結果情
報及びプチ診断結果及び受け付け情報（受け付け番号、カード番号、年月日、店番号等）
）を読み込み、このプチ診断結果に基づいて推薦食材を判断し、この推薦食材に対応する
食材がデータベース１０ａ、１０ｂに記憶されているかどうかを判断する。
【００４４】
　この推薦食材の判断は、プチ診断結果（「○○の疑い」、「○○が不足」、「○○が過
剰」等）に、予め食材名を対応させたテーブル４５を設け、このテーブルから推薦食材名
を判断する。
【００４５】
　そして、特売用のデータベース１０ｂに判断した食材が存在した場合は、その特売の食
材と値段とプチ診断情報とを組み（総称してプチ診断サービス情報という）にして検査結
果・食材送信部５５に送信すると共に、画面５に表示すると共に、これをプリンタ７に出
力して印刷させる（図７（ａ）参照）。
【００４６】
　検査結果・食材送信部５５は、プチ診断サービス情報のうちで、受け付け情報と検査項
目とプチ診断結果とを読み出して、これ組み（プチ診断サービス情報）にして中央センタ
ーのサーバ２に送信する。
【００４７】
　中央センターのサーバ２は、このプチ診断サービス情報をデータベースに蓄積する（図
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７（ｂ）参照）。
【００４８】
　すなわち、蓄積されたプチ診断サービス情報を解析すると、この被検者はどのような食
材が現在不足しているかが分かるので、適当な時期に不足している食材のダイレクトメー
ルを発送するなどができる。
【００４９】
　なお、上記実施の形態では、検査結果から本日の特売品をその検査結果に添付して知ら
せるとしたが、その食材の料理レシピ等或いは次回の特売予定品等を組み合わせて提供し
てもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本実施の形態の簡易健康診断システムの概略構成図である。
【図２】プチ診断装置１の概略構成図である。
【図３】チ診断装置の画面を説明する説明図である。
【図４】検査結果を説明する説明図である。
【図５】実施の形態２のプチ診断装置の概略構成図である。
【図６】実施の形態２のプチ診断装置の画面の説明図である。
【図７】実施の形態２のプチ診断装置の検査結果を説明する説明図である。
【符号の説明】
【００５１】
１　プチ診断装置
２　サーバ
８　印刷シート
９　クレジットカード
１０　店内サーバ
１０ａ　食材データベース
１０ｂ　特売データベース１０
２１　血液採集器袋
２２　血液採集器ユニット
２４　取出機構部
２６　血液採集器袋
２７　廃棄箱
２８　血流検出機構部
３１　血圧測定用バンド
３２　血圧測定部
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